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第
14
旅
団
（
旅
団
長

大
場
剛

陸
将
補
）
は
、
４
月
28
日
、
善
通

寺
駐
屯
地
に
お
い
て
「
第
14
旅
団

創
隊
18
周
年
及
び
善
通
寺
開
設
74

周
年
記
念
行
事
」
を
開
催
し
ま
し

た
。午

前
８
時
、
善
通
寺
駐
屯
地
外

柵
沿
い
に
長
蛇
の
列
が
で
き
、
朝

６
時
か
ら
開
門
を
待
つ
先
頭
の
男

性
は
「
今
日
の
目
当
て
は
16
式
機

動
戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）
で
す
。
」

と
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
、
多
く
の

方
が
期
待
と
と
も
に
開
門
を
待
ち

わ
び
ま
し
た
。

今
年
は
「
実
力
の
進
化
～
地
域

と
と
も
に
未
来
へ
～
」
を
テ
ー
マ

に
隊
員
の
輝
き
あ
る
表
情
や
厳

正
・
溌
溂
と
し
た
部
隊
行
動
に
よ

り
旅
団
の
真
姿
を
示
す
と
と
も
に
、

模
擬
戦
闘
訓
練
で
は
、
最
新
の
装

備
を
駆
使
し
、
隊
員
の
躍
動
を

も
っ
て
真
に
戦
え
る
第
14
旅
団
・

善
通
寺
駐
屯
地
を
披
露
し
ま
し
た
。

今
回
の
記
念
行
事
に
は
、
総
勢

約
１
万
人
の
方
々
に
ご
来
場
い
た

だ
き
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
た

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
撮
影
し
た
り
、

第
14
旅
団
が
保
有
す
る
主
要
装
備

品
に
触
れ
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

駐屯地開門前の様子

観閲式全景式辞を述べる大場旅団長巡 閲

観閲行進の様子 参列する隊員2

第 １ ４ 旅 団 創 隊 １ ８ 周 年
善通寺駐屯地開設７４周年記念行事



本行事を支えた勤務員たち

司令部を支える部隊として

自衛隊を身近に感じて頂きました！

善
通
寺
十
五
聯
太
鼓

音
楽
演
奏

国旗旗衛隊

第１４旅団司令部付隊（隊長 菅貴光３等陸佐）は、式典にお
いて旅団長旗手、国旗旗衛隊等の要職を拝命し、力強くも凛々し
い姿で威容を示しました。また、来場者に対しては、平素からの
ご支援・ご協力に感謝の意を表し、「おもてなしの心」をもって
接することにより、善通寺駐屯地及び第１４旅団に対する一層の
信頼感の醸成に寄与できました。

第１４旅団司令部付隊は、今後も旅団司令部の任務達成に寄与
できる隊員の育成を継続し、任務遂行に邁進します。

第１４音楽隊による音楽演奏では

「じょいふる」の演奏と歌唱に合わ

せ隊員の活気あふれるダンス、４年

ぶりに行われたオートバイドリルで

は、第１４偵察隊の隊員８名による

ブレーキターンや密集走行、連続

ジャンプなど高度な技術を披露、太

鼓演奏では、善通寺十五聯太鼓で活

躍する隊員が一糸乱れぬバチさばき

で音色を轟かせ、式典に華を添えま

した。

式典終了後、駐屯地グラウンドは、

第１４旅団が保有する主要装備品の

みならず、今行事の支援に駆け付け

たへコプターや火砲を加えた展示会

場となり、普段触れることのない装

備品に触れたり写真に収める人で溢

れた。またロープ体験や５年ぶりに

行ったＷＡＰＣ体験試乗などを通じ

自衛隊をより身近に感じていただき

ました。

第１４旅団司令部付隊投稿

オートバイドリル

模
擬
戦
闘
訓
練
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速やかに情報収集を行う
４月１７日２３時１４分ごろ、愛媛県と高知県では、豊後
水道を震源とするマグニチュード６・６、最大震度６弱の揺
れを観測しました。

第１４旅団は、地震により非常呼集を発令、隊員は速やか
に各駐屯地へ登庁、指揮所を開設するとともに愛媛・高知県
庁に連絡員を派遣し、各県との連携を図りましした。併せて
第１４飛行隊による上空、第１４偵察隊、中部方面特科連隊
第４大隊による地上からの情報収集を行うとともに、各部隊
は被害の発生に備え、速やかに出動できるよう必要な準備を
整えました。

幸い大事には至らなかったものの、近い将来予想される南
海トラフ地震発生への備えのため四国の護りの要である第１
４旅団は、引き続き事態に備え、地域の方々から信頼され、
国民の負託に応えられる強い部隊であるよう各種訓練に励み
ます。

第
１
４
旅
団
の
活
動
記
録
（災
害
対
応
）

０１ 豊後水道地震対応

来るべき災害に備えさらなる向上を

指揮所における情報収集

第１４偵察隊（隊長 堀慎也２等陸佐）は、地震発生に伴
い、速やかに非常勤務態勢に移行し、全隊員が登庁、派遣準
備を整え愛媛県伊方町及び高知県宿毛市に前進しました。

旅団からの指示を受け、現地の状況を映像でリアルタイム
に指揮所等に共有できる装置（デジェロ）を活用し、前進経
路上における道路等の異常の有無や高知県梼原町で発生した
落石による道路の状況を撮影して情報を共有しました。

今回発生した地震対応に関して、平素から行っている即応
態勢の重要性を改めて認識するとともに、改善すべき課題も
明らかになりました。旅団の耳目として任務を完遂するとと
もに、来るべき災害に万全の態勢で対処できるよう更なる練
度向上を図ります。

第 １ ４ 偵 察 隊 投 稿

映像伝送による情報共有

０２ 高知県総合防災訓練
イオン株式会社と初めての連携訓練を行う
第１４旅団は、５月２６日、高知県内において「高知県総
合防災訓練・地域防災フェスティバル」に参加しました。

本訓練は、大規模災害を想定し、高知県、各市町村及び
防災関係機関等と連携し、第１４旅団からは第５０普通科
連隊が参加、ドローンを活用した地上からの情報収集や災
害救助犬が反応を示した倒壊家屋からの救出訓練を行うと
ともに災害派遣時に活用する装備を主体とした装備品展示
を行いました。

また本訓練に併せ、イオン株式会社と連携した物資輸送
訓練では、イオン株式会社から提供された様々な物資を自
衛隊が被災地まで輸送する連携要領について確認しました。

物
資
輸
送
訓
練

倒
壊
家
屋
か
ら
の

救
出
訓
練

被害状況の収集

指針を示す旅団長

北徳島分屯地

善通寺駐屯地

松山駐屯地

高知駐屯地

4



集 合 写 真

０３ 自衛官候補生入隊式の実施

第
１
４
旅
団
の
活
動
記
録
（行
事
）

３３名が国防のスタートを切る
第５０普通科連隊（連隊長 水関謙作1等陸

佐）は、４月７日、高知駐屯地（高知県）にお
いて「令和６年度自衛官候補生課程」入隊式を
行いました。

入隊式では、紫紺色の真新しい制服に身をま
とった自衛官候補生３３名が、家族の見守る中、
緊張しつつも晴々とした面持ちで式に臨みまし
た。

式典では、自衛官候補生代表として徳島県出
身の坂井寧々自候生が申告、高知県出身の兵等
陽太自候生の宣誓唱和に続いて全候補生が宣誓
し、任命されたばかりの自衛官候補生としての
意気込みを示しました。これを受け、水関連隊
長は「一人の人間、社会人としても自分を成長
させてくれる絶好の機会と捉え、側にいる同期
と共に乗り越え、３カ月後、自衛官としての基
礎を修得し立派に成長した姿を御家族に披露で
きることを期待します。」と式辞を述べました。全員で宣誓し、教育への意気込みを表した

０４ 「丸亀お城まつり」に参加

パレード演奏とステージ演奏を披露
第１４音楽隊（隊長 平林誠１等陸尉）は、

５月３日に行われた「丸亀お城まつり」に参加
しました。

丸亀お城まつりは、香川県丸亀市にある丸亀
城周辺で例年行われているイベントであり、第
１４音楽隊はパレード演奏とステージ演奏を行
いました。

パレード演奏では市中道路において「瀬戸の
花嫁」「ビルボード・マーチ」を演奏しながら
行進し、多くの市民に自衛隊の威容を示しまし
た。

ステージ演奏では野外特設ステージにおいて、
ビールのＣＭで馴染み深い「第三の男」や若者
世代から広い支持を受けているＣｒｅｅｐｙ
Ｎｕｔｓの「Ｂｌｉｎｇ－Ｂａｎｇ－Ｂａｎｇ
－Ｂｏｒｎ」等の楽曲を演奏し、好評を博しま
した。

当日のイベント会場には若者世代を含む多く
の方が来場し、第１４旅団のＰＲに大きく貢献
するとともに、多くの方にお楽しみいただきま
した。

パレード演奏の様子

ステージ演奏の様子
５



最強戦士を目指して訓練に挑む
第１４旅団は、旅団レンジャー集合教育を実施中です。

本教育は、第１５即応機動連隊長（連隊長 徳淵文雄１等陸佐）を担任官とし、厳しい
基準の検査を突破した隊員が陸上自衛隊の中で最も厳しいとされる訓練に自ら志願し、約
３カ月にわたり困難な状況を克服して任務を達成するための能力を身につけていくもので
す。

基礎訓練では、険しい山地への潜入に必要な山岳登はん技術やヘリコプターを使用した
空からの潜入に必要なリぺリング降下要領、水辺からの潜入に必要なボートの漕舟技術な
どレンジャー隊員として必要な知識・技術などを身に付けるとともに、体力調整などを通
して疲労困ぱいの状態でも任務を達成し得る強靭な体力と気力を身に付けます。

基礎知識及び技術を身に付けたレンジャー隊員の卵たちは、レンジャー徽章という光り
輝くダイヤモンドを獲得し最強戦士となるべく、次のステップである行動訓練へと駒を進
めます。今後は、睡眠・食事などが制限され極限状態のなかで行われる行動訓練に、これ
まで助け合い信頼する同期とともに挑んでいきます。

第
１
４
旅
団
の
活
動
記
録
（訓
練
）

０５ レンジャー集合教育 始動

０６ 連隊訓練の実施

戦闘教練を取り入れた訓練を実施
第１５即応機動連隊（連隊長 徳淵文雄１等陸佐）は、
４月上旬、青野ヶ原演習場（兵庫県）において野営訓練を
実施しました。

本訓練は、車両行進訓練及び領域横断作戦を行う部隊に
対する防護訓練（以下、部隊防護訓練）を昼間及び夜間に
おいて実施し、部隊の練度向上を図りました。また、連隊
情報収集要員に対する潜入・監視等の基礎的訓練の他、連
隊集成炊事班を編成し、野外炊事能力の向上を図りました。

特に部隊防護訓練においては、新たな取り組みである戦
闘教練（富士学校普通科部が提唱する訓練方式）により、
反復演練し、瞬間交戦能力の向上に努めました。

体 力 調 整
飛行するヘリからの
降下（リぺリング）

高さ４０ｍの岩場での
山岳登はん

ボートの漕舟からの
潜入

速やかに対応可能な姿勢で
適法を警戒する隊員

戦闘教練の要点を説明する
徳淵連隊長

夜間行進訓練に向かう
１６式機動戦闘車（ＭＣＶ）

美味しい食事を提供する
連隊炊事班
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私は、第１４飛行隊整備班の航空機整備手として、日頃から航空
機の整備を行っています。今回の特殊操作訓練は山火事や地震等の
災害発生時による、バンビバケット（空中消火用水のう）やホイス
ト装置を使用したヘリコプターによる人命救助の要領について行い
ました。

当初、昼夜間におけるホイスト訓練では、要救助者に見立てた人
形を航空機に吊り上げる訓練を行いました。

空中消火訓練では、バンビバケットの保持及び航空機の誘導を行
いました。特に航空機の誘導は、航空機の下で作業するバケットの
保持要員に注意しながら落ち着いて実施することができました。

今回の訓練は、日頃から使い慣れている演習場で実施しましたが、
実際の災害派遣では初めて行く場所で活動することが予想されます。
どのような状況でも安全かつ円滑に活動できるよう、日頃から訓練
に対して真剣に取り組み、練度を積み上げておくことが大切だと思
いました。

０７ 特殊訓練の実施 【隊員所感】

第
１
４
旅
団
の
活
動
記
録
（訓
練
）

特殊操作訓練に参加して
陸士長 和田 恵夢

空中消火訓練の様子

０８ 隊練成訓練の実施

通信隊の新たな出発！
第１４通信隊（隊長 脇田祐一朗２等陸佐）

は、今年度初となる隊練成訓練を大池訓練場及
び国分台演習場（香川県）において実施しまし
た。

本訓練は、今年度新たに第１４通信隊に配属
になった隊員に対し、部隊に慣れることを重点
に置いた訓練であり、前段は陣地の構築訓練、
後段は、班組訓練を中心に行いました。特に班
組訓練では、集結地の行動、各通信所の開設、
偽装、システム通信組織の構成・維持・運営、
障害対処及び警戒自衛戦闘を実施しました。ま
た、隊本部は、指揮所の開設訓練及び炊事班に
より駐屯地において調理し、国分台への輸送を
３回実施しました。

本訓練を通じ、第１４通信隊は今後の課題を
明らかにし更なる向上を目指していきます。

アンテナ建柱 陣地構築に関する教育

０９ 各種検定の実施

前年度の記録更新を目指す！
第１４特殊武器防護隊（隊長 西原清隆

３等陸佐）は、４月上旬から中旬までの間、
善通寺駐屯地（香川県）において令和６年
度体力検定及び救急法検定を実施しました。

体力検定では、各人が前年度の記録の更
新を目指して日頃の練成成果を遺憾なく発
揮しました。救急法検定においては、本来
の検定課目に加え、部隊独自の練成課目と
して担架後送を取り入れ検定を実施しまし
た。この際、車両が使用できない場合の徒
手搬送能力の向上を図るため、衛生陸曹及
び補助担架要員が患者の安全を確保しつつ
搬送する要領について指導しました。本検
定を受検した隊員は、徒手搬送による身体
への負荷を体感するとともに、徒手搬送能
力を身に付けることができました。

体力検定の様子 担架搬送の様子

７



職人技が光る 施設科の魅力
第１４施設隊（隊長 𠮷田正幸２等陸佐）は、日本原演習場の基

盤構築において中央停弾堤及び西停弾堤整備、伐採木の処理及び幹
線道路の整備を実施しました。

本基盤構築に手作業班として参加した大原諒子士長は本基盤構築
を通じ「普段使用している訓練場を整備する必要性を認識し、特に
各停弾堤の犬走り整地作業や法尻の成形作業を実施し、重機での作
業が困難な箇所において強度及び機能を保持しつつ外観の秀麗、施
設作業能力が向上でき、陸曹昇任への更なる意欲の向上につながっ
た」と力強く話しました。

本基盤構築を通じ、施設隊として役割を果たすと共に、施設科隊
員としての戦力強化を図ることができました。

初めての参加で大苦戦
桜も散り、青葉が茂り始めた中、第１４情報隊（隊長 濱田安彦

２等陸佐）は、日本原演習場の整備に参加しました。清水勇太３等
陸尉を指揮官として少人数及び未経験者がいる中で、他部隊と合同
で草刈りや、側溝の泥上げ等の整備を実施しました。また初めて草
刈り機を操作する隊員もいたため、ベテラン隊員が操作上の注意点
を説明し、整備に臨みました。

今回初めて参加した隊員、坊作和也３等陸曹は「雨が降り草が水
分を含み運搬する際、凄く重く、すぐに腕がパンパンになりました
が、皆の訓練基盤である演習場を良い環境にしなければ思うと何と
か頑張れました。」と苦笑い。

第
１
４
旅
団
の
活
動
記
録
（整
備
）

１０ 教育訓練基盤の構築（日本原・小野演習場）

除草の収集・運搬

草刈り作業中

作業中の大原士長

中央停弾堤整備

訓練効率を上げるため隊員自ら整備する
第１４高射特科隊（隊長 渡辺大嗣２等陸佐）は、小

野基本射場（愛媛県）において１コ班をもって停弾提の
廃弾回収及び整備を実施しました。

小野演習場及び小野訓練場においては、２コ班を編成
し、幹線道路の除草ならびに側溝整備を実施しました。
また、油圧ショベル及びダンプを使用し、疎林化及び旅
団より示された枯木等の伐採を実施しました。

今回の教育訓練基盤構築により演習場等の機能維持・
向上、安全性の確保及び環境保全に寄与しました。

側
溝
清
掃

廃
弾
回
収

１１ 教育訓練基盤の構築（後方支援）

縁の下の力持ち 整備隊を支える
第１４後方支援隊（隊長 佐藤欣央１等陸佐）

は４月中旬、日本原演習場（岡山県）において実
施された令和６年度方面隊統制教育訓練基盤の構
築において管理を中心として参加しました。永田
大地１等陸尉以下３２名は、第１４旅団演習場整
備隊に対する機材整備、燃料給油支援、糧食及び
衛生支援等を実施して第１４整備隊の活動を支え
ました。

修理
給油

整備食事
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周
り
の
方
に
聞
き
ま
し
た
！

上
條
３
曹
は
ど
ん
な
人
で
す
か
？

上
條
３
曹
は
、
い
つ
も
笑
顔
で

ユ
ー
モ
ア
に
溢
れ
小
隊
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
的
存
在
で
す
。
し
か
し
、

レ
ー
ダ
を
操
作
す
る
眼
差
し
は
真
剣

そ
の
も
の
で
あ
り
、
訓
練
に
お
い
て

も
ひ
た
む
き
な
姿
勢
で
練
度
向
上
に

励
む
と
と
も
に
、
信
頼
の
厚
い
隊
員

で
す
。

他
に
も
趣
味
の
筋
ト
レ
で
作
り
上

げ
た
そ
の
体
は
、
ボ
デ
ィ
ビ
ル
ダ
ー

並
み
で
あ
る
と
と
も
に
、
も
う
一
つ

の
趣
味
の
キ
ャ
ン
プ
も
ほ
ぼ
毎
週
の

よ
う
に
行
い
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
並
み

の
道
具
を
そ
ろ
え
て
お
り
ま
す
。

何
事
に
も
全
力
の
彼
が
今
後
も
小

隊
を
引
っ
張
っ
て
い
っ
て
く
れ
る
事

を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
こ

の
小
隊
を
何
事
に
お
い
て
も
旅
団
ナ

ン
バ
ー
１
の
小
隊
に
し
て
く
れ
る
こ

と
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

第
14
偵
察
隊

井
上
准
尉

上
條
３
曹
に
聞
き
ま
し
た
！

日
頃
ど
の
よ
う
な
お
仕
事
を
さ
れ
て

い
ま
す
か
？

レ
ー
ダ
陸
曹
と
し
て
、
主
に
装
備

を
用
い
て
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
ま

す
。
た
だ
見
つ
け
る
だ
け
で
な
く
、

敵
の
細
か
な
特
徴
等
を
収
集
で
き
る

よ
う
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

今回は第14偵察隊のレーダを用いて目視では到底見つけることの
できない距離の敵を発見し任務完遂に寄与する上條３曹にスポット
を当てていきます。

偵
察
隊
と
言
え
ば
、
斥
候
に
よ
る
偵
察
や

オ
ー
ト
バ
イ
を
も
巧
み
に
操
っ
た
前
進
、
87
式

偵
察
警
戒
車
に
よ
る
射
撃
の
イ
メ
ー
ジ
が
強
い

と
思
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
、
今
回
紹
介
し
た

上
條
３
曹
は
、
自
ら
の
目
で
行
う
偵
察
の
ほ
か

に
最
新
鋭
の
器
材
を
使
用
し
て
情
報
収
集
を
行

う
部
署
に
所
属
し
て
お
り
、
職
人
技
と
も
言
わ

れ
る
経
験
が
も
の
を
言
う
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
で
す
。
そ
ん
な
彼
の
活
躍
に
今
後
も
注
目
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

レーダを駆使して情報収集
見えない敵も索敵、丸裸に！

ぼ
く
の
お
父
さ
ん
は
、
か
っ
こ
い

い
で
す
。

ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
じ
え
い

た
い
を
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
あ
と

お
と
う
さ
ん
は
、
お
も
し
ろ
い
し
、

み
ん
な
で
た
た
か
い
ご
っ
こ
を
す
る

の
が
た
の
し
い
で
す
。
あ
と
ぼ
く
と

お
な
じ
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す
。
ぼ
く
の

ほ
う
が
、
う
ま
い
で
す
。
だ
け
ど
、

た
た
か
う
ゲ
ー
ム
は
お
父
さ
ん
の
ほ

う
が
う
ま
い
で
す
。

お
と
う
さ
ん
は
、
つ
か
れ
て
る
の

で
ひ
る
ま
で
ね
て
い
い
の
か
な
と
お

も
い
ま
す
。
そ
れ
で
お
と
う
さ
ん
は
、

休
み
の
と
き
は
あ
そ
ん
で
く
れ
ま
す
。

あ
と
よ
る
に
、
え
ほ
ん
を
よ
む
の
が

と
て
も
じ
ょ
う
ず
で
す
。

み
ん
な
わ
ら
っ
て
た
の
し
い
で
す

(
^
^
)
/お

と
う
さ
ん
こ
れ
か
ら
も
じ
え
い

た
い
が
ん
ば
っ
て
ね
☆

「
ぼ
く
の
お
と
う
さ
ん
」

第
14
施
設
隊

２
曹

原
田

一
輝

長
男

光
（
こ
う
）
君

部隊 ▶ 第１４偵察隊
氏名 ▶ 上條 照宙（かみじょう てるひろ）３等陸曹
趣味 ▶ 筋トレ・キャンプ
自信のある筋肉部位 ▶ 上腕三頭筋・三頭筋・広背筋

隊員紹介

９



四国の護り
第１４旅団では、ＨＰ・Ｘ・Ｆａｃｅｂｏｏｋにおいて
活動状況を発信しています。
また、ＨＰにおいては第14旅団の紹介や
イベント情報などを掲載しております。

HP X Facebook

第１４旅団 検 索
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※ 急遽変更となる場合がございます。ご了承ください。

様々なイベントに装備品展示や音楽演奏などで参加しています！
皆様のご来場お待ちしております♪

色の内訳（開催県）

・青：徳島県

・緑：香川県

・オレンジ：愛媛県

・赤：高知県

6/8

ドリームコンサート

6/9
ふれ愛コンサート
in四国中央市

7/20

駐屯地花火大会

7/21

あやうた
サマーコンサート

7/28

四国中央紙まつり

7/13

高松定期演奏会
（日米合同演奏）

7/14

かんおんじ銭形まつり

高知ユナイテッド

防災展
inイオンモール

第１４音楽隊による
音楽演奏♪

第１４音楽隊による
音楽演奏♪

装備品展示を行います🚙

米海兵隊との合同奏を
行います♪
第１４旅団としては初
めてのコラボ！！

装備品展示を行います🚙

善通寺駐屯地を一般開放し、
花火を間近で見られます🌟

装備品展示を行います🚙

第１４音楽隊による
音楽演奏♪

第１４音楽隊による
音楽演奏♪
装備品展示も行いま
す🚙

１１
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